
               
             「スキー⾏きたい！」と、ホワイトボードに貼られた名札がだいぶ増え、 

ちょうど週末雪が降った週明けの⽕曜⽇、念願のスキーに⾏きました。 

スキーをほとんどやったことのない⼦や初挑戦の⼦も参加を希望する等、 

みんなのやる気が感じられる中、快晴の飯綱リゾートに向かいました。 

⾞の中では「親⼦塾で⾏くこの感じが最⾼！」とテンション上がる⼦も。 

スキーを借りるとすぐ、リフトやキッズパークに移動して滑り始める・・ 

昨年とは違ったエネルギーや主体的に動く姿に⼀年の育ちを感じました。 

初体験の⼩1Y君は、なんとYouTubeでスキーの滑り⽅を調べてイメージしてきたとのこと!  

午後にはリフトにも乗って⼀⼈で斜⾯を降りてくるまでになっていてびっくりでした❗ 

他にも、リゾートスキー場のメニューやゲレンデ情報を事前に調べて来た⼦もいて、⼦どもたちの⼒を 

改めて思い知りました。それぞれが⾃分のタイミングで⾷事をとりつつ、流れるように組み合わせを変えていろんな
⼈とのかかわりを楽しむ姿も親⼦塾ならでは。16時の終了ギリギリまで汗だくになってひたすら滑り、また⼀回り⼤
きく成⻑した様に感じる⼀⽇でした。 

今回の交通費やリフト代は、昨年度の⻑野県みらいベースによる 

野外活動応援寄付、およびTKD881様からのご寄付を活⽤させて 

いただきました。⼼より感謝申し上げます。 
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⽣活の中で起こる、気付きのチャンスに丁寧に向き合う事をしていきたいなと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6⽇の学びは「節分について&⾖まき」でした。節分の説明を聞き終わると突然「グウォォ〜〜！」と 

迫ってくる⾚⻤。笑いつつも真剣に⾖まき、「福は〜内、⻤は〜外」「ごもっとも、ごもっとも！」と 

盛り上がりました。 

20⽇の学びは「これって何が描いてあるの？固定観念を取り去って⾃分の感性を研ぎ澄ませて観よう」でした。 

今回の講師はピアノの先⽣(ピアニスト)⼭岸さん。⾹織ワールドで語られる絵画と歴史、さらに⼦どもたちの感性の

⾼さと知識の豊かさに驚かされる時間でもありました。表⾯張⼒ができるほどにコップに⽔を⼊れて、⼀滴もこぼさ

ずに飲むチャレンジは、岡本太郎の⾔う「全体性」に通じる体験らしく、舞台や芸術に集中するときの感覚を味わう

体験でもありました!以下、本編のやり取りの抜粋。 

Ｑ.この絵、⾒たことあるかな？ Ａ.ムンクの叫び。 

Ｑ.そうムンクの「叫び」という絵だね。何の叫びなんだろう？ 

Ａ.何かに追われている？(中2) Ａ.将来への不安。(⼩6) 

そこでムンクの⽇記を紹介「⾃然を貫く叫びを聞いた…不安に震え、闘っていた…」 

Ｑ.叫んでいるのではなく、ムンクは周りに聞こえない叫びを聞いたんだね。それはどこから聞こえてきたんだろう？

Ａ.(⾃分の胸を叩いて) ここ！(⼩1)   さらにムンクの波瀾万丈な⼈⽣を紹介。 

Ｑ.こんなにドロドロ、いろんなことありながらも実は⻑⽣きで…何歳まで⽣きたと思う？  

Ａ.81歳！(⼩1)・・・絵の下の「エドヴァルド・ムンク(1863〜1944)」を⾒て即答！ 

Ｑ.この間1930年代〜ドイツで誰が出てきたかわかる⼈いるかな？Ａ.ヒットラー！(中2) 

Ｑ.そう！どこ⽣まれか知ってる？ Ａ.オーストリア(中2)  

Ｑ.このヒットラーがなりたかったものがあるんだけど何だと思う？ Ａ.絵を描く⼈だと思う(⼩1) 

そんなヒットラーの絵は繊細で優しい写実的な絵。でも時代は写真が出るようになり、絵に求められる価値観はムン

クやさらにカンディンスキーといった抽象画に移⾏し、⾃分の絵は認められない葛藤…etc。教科書では語られない裏
の⼈間模が本当に⾯⽩かったです。にしても、彼らの興味関⼼からの情報量には驚きで、学びへの好奇⼼、知識欲っ

て、健全に⾃分のままでいられる環境であればみんな当たり前に持ちあわせ獲得するものなのですね。 

26⽇は由紀⼦さんの「ごもっともごもっともが⾏く」でした。⾖まきの⼤⾖【種】からインスピレーションを受
け、⾚ちゃんの重さや⾝⻑、胎盤の重さ、⽺⽔の量まで体感。その全てをリュックに⼊れると妊婦 

さんの体を体験。「こんなに重いの？」と驚きの声が上がっていました。話はいろいろに発展し、 

雪の下に埋まった街には何があるか当てっこクイズ、いろんなものを使って遊び道具作りなどで 

盛り上がりました。ドリルやノコギリを器⽤に使って、作る活動に没頭していました。 

【親子塾学習会】 ２/17(土)  
テーマは「⾃分を変えるのではなく⾃分に還る」でした。親⼦塾のコンセプトでもあり、⼈の⼼の成⻑段階についても

学ぶ時間でした。⾃分の今現在の段階はどこなのか、⾃分の位置を中⽴に知ることで何かが動き始める…⾃分で⾃分を

定義しているもの、それがもしかしたら⾃分の⼈⽣を固定化させ、成⻑を⽌めているのかも知れない。⾃分の⼈⽣が再
び進み始める時はいつなのか、本当の私はどんな⾃分なのか。⽣活の中で本当は⽇々起きている気付きのチャンスに、

丁寧に向き合う事をしていきたいなと感じました。   （M） 

【親子塾学習会アドバンスコース】 ２/２(金)  
テーマは「リレーションシップ４」でした。「皆さんにとって⼈間関係とは何のためにあると思いますか」から始まっ

たアドバンス、「親密感」について深く⾃分と向き合う時間になりました。親密感はパートナーシップにも関係してい

て、ある段階で深く⾃分と向き合う事が必要になると、そこで⽌まってしまう事がほとんど。そこを抜けた時に、共依
存とは全く別の物理的でも事務的でもない本当のハートをオープンにした親密感に繋がっていく。⾃分の中で癒しが起
きたあと、その先に何があるのか、⾒える時が来るのか少しワクワクするような、少し怖いような感覚になりました。

M）                                 



月 火 水 木 金 土

１
パン配布

15:30〜

２
みつ・かふぇ

13:00〜16:00

4 ５
まなびの時間

14:00

親チューニング

17:30〜19:00

6 7 8 9

11
代休

12
まなびの時間

14:00

親チューニング

17:30〜19:00

13
体育館
11:00〜12:30

14 15 16
親子塾学習会
13:30〜16:00

18 19
まなびの時間

14:00

親チューニング

17:30〜19:00

20
春分の日・

休み

21 22 23

25 26
まなびの時間

14:00

親チューニング

17:30〜19:00

27
体育館
11:00〜12:30

28 29 30

※イベントの詳細につきましては、親⼦塾連絡LINEにてご確認ください。

3 月
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＊↓＊お知らせ・お願い＊↓＊ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

公式アメブロ 
『Syukan 

Mitsuyo』 

私たちを応援 
して下さる⽅ 
を募集中です 
ご⽀援をお願い致します 

ホームページはこちら 
⇩ ⇩  ⇩  

 
 
 
 
 

Facebook 
随時更新中 
 
 
 
 
 

⽇常の 1 コマ… 
Instagram      

「のりたまシャイン」 

[親⼦塾通信] 
ご覧ください→ 

〜・〜・〜い た だ き ま し た〜・〜・〜          

＊光ビル大家金沢さま：場所  ＊子どもカフェプラットフォーム：野菜・ジュース 

＊フードバンク信州：水・調味料・おやつ   ＊小柳さま：お蕎麦・おにぎり 

＊信州子ども食堂ネットワーク：水・調味料・おやつ・野菜  ＊順子さん：お菓子 

＊アージュ美容室さま：カップ・お皿  ＊千春さま：ソフトクリーム・ドーナツ 

＊和田さま：お菓子  ＊畑さま：そうめん ＊齋藤さま：お菓子・緑茶 ＊小山：野菜 

＊順子さま：生どら焼き・お米   ＊川久保さま：冷蔵庫・プリンター・モニター 

【第 12 回 親子塾学習会（無料）】 ３/16(⼟) 13:30〜16:00（毎⽉第３⼟曜⽇） 
第 12 回のテーマは『バウンダリー』〜境界線て何だろう〜です。     
○親⼦塾の肝である親の学びの時間です。ご都合つけてご参加下さい。正会員以外の⽅も 3,000 円で参加いた
だけます。 

皆様の 

ご支援に 

感謝です 

m(_ _)m 


